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○

遺言書を発見↓たときは

Q:父が死亡して1週間ほど過ぎた頃、父

のダンスを整理していたら、封印された遺言

書が出てきました。開封してもよいでしょう

か。

ヱヘ：勝手に開封してはいけません。

【解説】

封印のある遺言書は、家庭裁判所において、

相続人またはその代理人の立会いのもとに開

封しなければなりません。

また、公正証書以外の遺言書は、遺言者の

死亡を知ったらすぐに、家庭裁判所へ検認手

続の申立てをしなければなりません。

検認とは、その遺言書が、いかなる用紙に、

いかなる筆記用具で記載されているか、その

文章の内容や日付、署名等はどうなっている

かを調べ、これを調書に記録しておく手続き

です。後日の偽造変造を防止することを目的

としています。

検認は、証拠保全の手続きに過ぎないので、

検認を経たからといって、遺言の内容が正し

いと判断されたり、遺言が有効であることを

保証するものではありません。また、検認手

続を経ないからといって、遺言が無効となる

ことはありませんが、遺言書の提出を怠った

り、検認手続を経ないで遺言を実行したり、

封印のある遺言書を勝手に開封したりすると、

5万円以下の過料の制裁があります。


